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５．１０ 行動する技術者たち小委員会 

（１）活動経緯と活動目標 
 
【活動経緯】 

平成 16 年度会長提言特別委員会 土木界における技術力の維持と向上に関する特別委

員会（委員長：森地茂 第 92 代土木学会会長）の提言を受け、平成 18 年 2 月から平成

20 年 4 月まで 20 回にわたり、土木学会誌の誌面で「行動する技術者」を紹介してきた。 
この連載では、単なる事例紹介にとどまらず、これからの国土・地域づくりにおいて土

木技術者が「核になる人材」となることができるということを、読者の方々に伝えられる

よう執筆して来た。 
幸いにも好評のもとに誌面での連載を終了することができたが、今なお土木技術者の活

躍するフィールドは広がりをみせており、今日も各地で｢行動する技術者｣が地域の新しい

価値をつくり出していると確信している。 
そこで、連載「行動する技術者たち ―地域に貢献する土木の知恵の再認識―」は、学

会誌上から土木学会ＨＰに場所を移し、継続的に行動する技術者を紹介し、平成 24 年度

より小委員会として再起動した。 
 
【活動目標】 

小委員会では、多様化する市民ニーズや複雑な課題、めまぐるしく変化する社会経済情

勢を踏まえ、地域に貢献するため専門的知見を生かしつつも従来の技術分野を越えて行動

する土木技術者や同様の意思と実績を持つ技術者を取材・紹介することにより、新たな時

代の国土・地域づくりから求められる土木技術者の資質を探ることを活動目標としている。 
 
 
 

 
 

図-5.10.1 Web 版「行動する技術者たち」 
 
 

小委員会として再起動するに当たって、これまでの取材、広報（学会誌・ＷＥＢ）活動

を生かし、更なる活性化を図る。  
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年間５～６名程度の「行動する技術者たち」を全国各地から発掘・取材し、対外的に広

報する。また、若手技術者等を対象として、講習会等により技術者の行動力と倫理観を伝

えるよう努める。 
 

（２）活動成果 
 

【「行動する技術者たち」への取材・紹介活動】 

土木学会誌・土木学会 WEB で展開してきた「行動する技術者たち」の活動をベースに、

取材活動を継続的に実施した。 

平成 25・26 年度は計１１名の技術者を取材し、WEB 上で紹介してきた。 

  さらに、土木学会 100 周年記念出版として、これまでに取材・紹介してきた 55 名の技

術者について、とりまとめを行った。 

 

 

 
 

図-5.10.2 主な「行動する技術者たち」の活動分野 
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表-5.12.1 平成 25・26 年度に紹介した「行動する技術者たち」 

平成 25 年度 

 【Web 版第 26 回】 
 技術に基づき地域へ判断材料を提供 

～消えゆく砂浜の再生へ向けて～ 
一般財団法人土木研究センター 宇多高明氏 

【Web 版第 27 回】 
 飽くなき挑戦とチーム一丸！ 

～ダム現場に育てられた技術者～ 
鹿島建設株式会社 高田悦久氏 

【Web 版第 28 回】 
 リーダの逃げない姿勢が道を拓く！ 

～世界初のアンダ－パス急速施工法の開発～ 
株式会社大林組 三木慶造氏 

【Web 版第 29 回】 
 「模型で伝える」土木の面白さ 

～模型実験で魅せる土質工学・土木施工～ 
株式会社藤井基礎設計事務所 藤井 俊逸氏 

【Web 版第 30 回】 
身近な風景へのこだわり 
～信頼から生まれる「景観まちづくり」～  

京都市立芸術大学教授 藤本 英子氏 

平成 26 年度 

 【Web 版第 31 回】 
くもの巣のような粘りがすべてを変えた 
～くもの巣原理が守るふるさとの自然保護～ 

日鐵住金建材株式会社土木鉄構商品部担当技術部長 岩佐 直人氏 
【Web 版第 32 回】 

立入禁止から生まれた無人化施工技術 
～雲仙普賢岳災害復興～ 

株式会社熊谷組 北原 成郎氏 
【Web 版第 33 回】 

サモアの水道を変えた宮古島の技術協力 
～人間的交流が、その土地に合った確かな技術を伝える～ 

梶原 健次氏 （宮古島市上下水道部水道総務課 課長補佐） 
【Web 版第 34 回】 

磨きこんだ資源を地域の総力でおもてなし 
～観光まちづくりを切り口に地域づくりを実践～ 

志賀 秀一氏 （東北地域環境研究室 代表） 
【Web 版第 35 回】 

日本の鉄道技術が世界に夢と希望を育む 
～気候風土が類似した台湾で走る Cool Japan「新幹線」～ 

田中 宏昌氏 （東海旅客鉄道株式会社 顧問） 
【Web 版第 36 回】 

グローバルセンスを磨く教育を！ 
～世界を牽引する行動力～ 

日下部 治氏 （茨城工業高等専門学校） 
注）回数は Web 版の通算。 
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図-5.10.3 「行動する技術者たち」の記事掲載（A4 版２頁） 
 
 

【「行動する技術者たち」の役割と行動プロセスに関する分析】 

「土木技術者のあり方」を、地域の課題へ取り組む意識と手法、市民、行政との信頼の

醸成プロセス、新たな価値の創造プロセスなどの観点より整理・分析してきた。 
 

【土木技術者に求められる資質についての啓発活動】 

上記に基づき、「これからの土木技術者に求められる企画力・行動力」に関するセミナ

ー、講演会を企画・開催するとともに、小冊子や 100 周年記念出版として発刊した書籍

などにより PR/啓発活動を実施した。 
特に、学生・若手技術者への企画を積極的に展開してきた。 

 

（３）今後の活動 
 

【「行動する技術者たち」への取材・紹介活動】 

引き続き、「行動する技術者たち」を取材し、年間７～８名程度を WEB 上で紹介して

いく。 
【「行動する技術者たち」の役割と行動プロセスに関する分析】 

「土木技術者のあり方・求められる資質」を、信頼・規範・ネットワークの形成等の観

点より整理・分析していく。 
【土木技術者に求められる資質についての啓発活動】 

「土木技術者に求められる企画力・行動力」に関するセミナー、講演会を企画・開催す

るとともに、100 周年記念出版の書籍をＰＲしていく。特に、学生・若手技術者への企画

を積極的に展開していく。 
 
 




